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沼
田
町
議
会
改
革
特
別
委
員

会
で
は
、こ
れ
ま
で
２
年
間「
町

民
と
つ
な
が
る
議
会
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
開
か
れ
た
魅
力
あ

る
議
会
を
め
ざ
し
て
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
改
革
に
上
げ
た
項

目
の
一
部
に
つ
い
て
検
証
を
行

っ
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
今
後

は
す
べ
て
の
項
目
を
整
理
し
た

後
、改
め
て
「
議
会
基
本
条
例
」

に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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議
会
傍
聴
席
の
定
員
と
制
限

の
解
消
の
た
め
、
庁
舎
内
に
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
議

会
を
中
継
し
、
分
散
傍
聴
で
き

る
環
境
が
必
要
で
す
。
議
場
内

に
も
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

一
般
質
問
に
関
す
る
資
料
を
映

し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

工
夫
も
有
効
で
す
。

　

昼
間
の
仕
事
で
傍
聴
で
き
な

い
方
に
向
け
て
の
「
ナ
イ
タ
ー

議
会
」
の
継
続
や
、
親
子
で
議

会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
「
子
ど
も
議
会
」
も
検
討

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
留
萌
本
線
の
廃

止
・
バ
ス
転
換
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
の
意

志
を
示
す
た
め
、
意
見
書
を
国
に

向
け
て
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
要

旨
は
次
の
通
り
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
留
萌
本
線

を
廃
止
対
象
線
区
に
含
め
た

こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
間
に

強
い
危
機
感
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

沿
線
自
治
体
が
Ｊ
Ｒ
北
海

道
と
協
議
を
進
め
た
中
で
提

示
さ
れ
た
地
元
負
担
は
あ
ま

り
に
も
高
額
で
あ
り
、
廃
線

を
前
提
と
し
た
姿
勢
か
ら
は

北
海
道
の
鉄
路
を
守
る
責
務

が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

鉄
道
は
沼
田
町
民
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通

機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以

下
の
３
点
を
国
に
対
し
て
求

め
る
も
の
で
す
。

し
ま
す
。

　

10
名
の
町
民
を
議
会
モ
ニ
タ

ー
に
委
嘱
し
、
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
名
の
学
識
経
験
者
を
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
に
委
嘱
し
、
議
会
活

性
化
に
向
け
提
言
を
受
け
ま
す
。
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定
例
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
、
録

画
配
信
や
会
議
録
の
公
表
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
は

全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
議
会
の
動
向
を
町
民
に

周
知
し
共
有
す
る
上
で
今
後
必

要
で
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は
、

情
報
の
一
元
化
と
議
員
の
政
策

形
成
や
町
民
へ
の
情
報
伝
達
に

有
効
で
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
も
寄
与
し
ま
す
。
今
後
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画
を
策
定
し
、

さ
ら
に
議
会
の
透
明
化
や
効
率

化
を
進
め
ま
す
。

　

議
会
懇
話
会
な
ど
、
広
く
町

民
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を
作

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
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議
員
定
数
や
報
酬
、
現
在
２

つ
あ
る
常
任
委
員
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
結
論
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
議
会
改
革
を

進
め
る
に
つ
れ
、
会
議
や
出
役

の
機
会
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
民
意
を
反
映
で
き
る

体
制
を
構
築
し
、
次
世
代
の
議

員
の
な
り
手
に
魅
力
あ
る
議
会

の
姿
を
示
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

ＪＲを利用して通学する高校生たちＪＲを利用して通学する高校生たち

2/27総務民教建設常任委員会2/27総務民教建設常任委員会
  による町民フォーラム  による町民フォーラム

1留萌本線の部分存続
深川～石狩沼田間では輸送密度の基準を上回ることから、
部分存続をＪＲ北海道に働きかけること。
2ＪＲ北海道の経営再建に向けた支援策の見直し
国からの財源支援をローカル線にも行き渡るように働き
かけ、支援策の抜本的見直しを図ること。
3地域の実情を踏まえた支援制度の整備
地域の意見を踏まえて十分な地方財政措置を講ずること。
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一般会計 49億1000万円
特別会計 18億3604万円
総　　額 67億4604万円

　

３
月
11
日
に
第
１
回
定
例
会

が
開
会
し
、
令
和
３
年
度
予
算

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
案
、
予
算
案
が
、
予
算

等
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
４
日
間
に
わ
た
る
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

総
務
財
政
課
か
ら
の
「
地
方

財
政
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
説

明
後
、
各
課
の
説
明
を
受
け
て
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日

に
総
括
質
問
を
行
い
審
議
の
結

果
、
条
例
３
件
、
予
算
案
９
件

に
、
意
見
を
付
託
し
て
可
決
す

る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

ほ
た
る
館
と
ほ
ろ
し
ん
の

森
再
生
計
画
は

鵜野議員久保議員畑地議員
　

ほ
た
る
館
の
改

修
費
用
は
は
老
朽

化
な
ど
に
充
て
ら

れ
て
い
た
。
今
後

は
、
体
育
館
、
遊

具
も
含
め
、
魅
力

の
あ
る
集
客
力
を
上
げ
る
改
修

を
す
べ
き
だ
。
な
ぜ
、
ほ
ろ
し

ん
な
の
か
、
根
拠
と
な
る
成
長

戦
略
、
た
と
え
ば
「
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
」
誘
致
ぐ
ら
い
の
決
め
手

が
欲
し
い
。

　
「
選
択
と
集
中
」
の
戦
略
か

ら
す
れ
ば
、
ほ
ろ
し
ん
の
森
と

ほ
た
る
館
は
、
両
立
す
る
の
か
。

分
散
さ
せ
て
し
ま
わ
な
い
か
。

　

ほ
た
る
館
の
回
収

や
運
営
は
、
シ
ダ
ッ

ク
ス
の
意
見
も
聞
い
て
判
断
し

て
い
く
。

　
「
ほ
た
る
の
里
」
は
、
大
事

な
財
産
だ
。
情
報
通
信
網
の
整

備
な
ど
、
い
か
に
し
て
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
磨
き
輝

か
せ
る
か
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

国
立
・
道
立
公
園
を
視
野
に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
「
自
然
学
校
」
に

着
手
し
て
い
る
。
将
来
に
わ
た

っ
て
進
め
て
い
け
る
よ
う
調
整

し
て
い
く
。

　

ほ
た
る
館
と
ほ
ろ
し
ん
の
森

の
再
生
計
画
の
相
乗
効
果
を
期

待
し
て
い
る
。
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
応
援
事
業
は

高田議員久保議員
　

駅
に
集
ま
り
、

愛
着
を
持
っ
て
も

ら
う
だ
け
で
は
な

く
、
Ｊ
Ｒ
が
示
す

輸
送
密
度
「
二
百
人
以
上
」
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
交
流
か
ら

関
係
人
口
を
創
る
政
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

日
々
、
駅
に
出
入

す
る
環
境
を
創
っ
て

い
き
た
い
。
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
北
海
学
園
大
学
と
の

提
携
事
業
で
、
駅
に
関
係
す
る

環
境
を
創
り
、
交
流
人
口
拡
大

や
Ｊ
Ｒ
通
学
保
護
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
要
望
を
伝
え
て
い
く
こ

と
を
考
え
、
二
百
人
以
上
を
守

り
、
乗
車
率
を
上
げ
た
い
。

沼
田
っ
子
夢
応
援
事
業
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は

久保議員長野議員
　

一
貫
・
連
携
教

育
の
第
三
期
３
年

目
と
し
て
、
あ
い

さ
つ
運
動
だ
け
で

は
な
く
、
教
育
委
員
会
の
描
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
姿

と
は
何
か
。

教
育
長　
学
校
が
困
っ
て
い
る

こ
と
は
何
か
、
学
校
運
営
協
議

会
と
の
協
議
を
尊
重
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
第
四
期
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
行
く
。

ス
キ
ー
場
改
修
に
つ
い
て

高田議員
　

ス
キ
ー
場
の
持

つ
観
光
の
側
面
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
管
理
者

は
教
育
委
員
会
、
設
置
者
は
沼

田
町
だ
。
関
係
人
口
拡
大
も
期

待
で
き
る
。
産
業
創
出
課
、
建

設
課
と
も
協
議
さ
せ
基
本
構
想

を
練
り
上
げ
て
、
基
本
設
計
に

入
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

夏
場
も
利
用
で
き

る
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド

な
ど
の
環
境
を
考
え
、
調
整
し
、

説
明
の
上
対
処
す
る
。

総
括
質
問

令和3年度 予算等審査特別�委員会
3月12日～17日

自然学校設立に向けての勉強会自然学校設立に向けての勉強会

更新されるリフト更新されるリフト
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◆予算審査の結果◆
　沼田町の社会・経済活動の発展には、人口3,000人を
維持することが不可欠です。関係人口を軸とした移住定
住政策の重要度は一段と増しており、各課の意思疎通と
連携による事業展開が重要です。
　以上、本委員会に付託された条例案３件と予算案９件
につき、次の意見を付して原案どおり決定するものとし
て報告します。
（1）安定した財政運営に向けた基金の確保について
　ふるさとづくり基金として３億円を予算計上してい
ますが、近年は寄付額の目標に達していないため基金
全体が減少しています。今後は、公共施設のあり方で
示した大型の施設投資も控えていることから、現状分
析と対応を行い安定した財政運営に向けた取り組みを
望みます。

（2）将来ビジョンと公共施設計画について
　沼田町公共施設等総合管理計画の見直しによる策定
にあたっては、各施設の維持管理費並びに重要性や利
便性の精査を基に、ほたる館の改修、町民体育館、点
在する郷土資料の将来像を具体化させることが必要で
す。施設設計や運用の方向性をコンサルタント業者へ
外部委託とする事業にあたっては、本町の特性や町民
の意見を反映することを望みます。

（3）小学校の環境改善と避難所機能の両立について
　小学校におけるエコスクールの推進はもとより、Ｓ
ＤＧｓに考慮した教育も必要と考えます。また、小学
校は避難所として指定されており、避難者への熱中症
対策として、現在の太陽光パネルを増強し、災害時に
おける電源とエアコンなどの空調設備を確保すること
を望みます。

（4）ぬまたアグリファームについて
　本町の持続可能な農業の担い手確保として重要な施
策ですが、新規就農者へ魅力ある農業経営の提案や地
域との調和が図れる取り組みが必要です。農業者への
所得確保対策も更に充実し、後継者が就農しやすい環
境を両輪として、関係組織と一体となり進めることを
望みます。

新
た
な
太
陽
光
の
活
用
は

伊藤議員久保議員
　

小
学
校
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
一
新

し
、
冷
房
を
設
置

し
た
上
で
、
授
業

を
受
け
る
児
童
や
災
害
時
の
避

難
者
の
暑
さ
対
策
の
電
力
に
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

　

現
状
の
バ
ッ
テ
リ

ー
を
交
換
す
る
予
算

の
計
上
を
し
た
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
と
い
う
視

点
と
避
難
所
で
の
活
用
も
踏
ま

え
て
、
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

鵜野議員 畑地議員
　

新
規
就
農
者
が

用
意
す
る
２
０
０

万
円
の
自
己
資
金

で
本
気
度
は
図
れ

る
の
か
。
ま
た
、
既
存
の
農
業

者
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
て
る
の

か
。

　

自
己
資
金
と
本
気

度
は
関
連
性
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
良
い

人
材
を
精
査
し
受
け
入
れ
て
就

農
で
き
る
環
境
に
し
た
い
。
既

存
の
農
業
者
対
策
は
充
実
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
60
歳

以
上
で
後
継
者
の
い
な
い
経
営

体
が
31
戸
あ
り
、
担
い
手
の
確

保
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

令和3年度 予算等審査特別�委員会
委 員 長　大沼　恒雄
副委員長　伊藤　　淳

　　　　　　

答弁する町長答弁する町長
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「
議
会
広
報
」

「
議
会
広
報
」

２
０
２
１
年
５
月
13
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　私は、20年間、議会の傍聴をして来ました。今年度
の議会は、各議員が活発な議論を展開し、沼田町議会
の新たな歴史を飾る素晴らしい内容になったと感じて
います。
　また、「議会改革特別委員会」の活動として、芽室町、
浦幌町、栗山町などの議会改革先進地を視察したこと
も前向きな取り組みだったと思います。
　９月には、ナイター議会を開催し、ふだん傍聴でき
ない町民も参加できたことも大ヒットでした。
　12月には、全議員参加の「定数・報酬問題とその『本
質』を考える」講師：龍谷大学教授　土山希美枝氏（沼
田町議会サポーター）とのオンラインセミナーが行わ
れました。私も京都の講師と全国各地の議員がつなが
る最先端の勉強会を視聴することができ、コロナ時代
ならではの先進性を感じました。
　私の要望としては、「全町民と議会との意見交換会」
の開催を最優先課題にしていただきたいと考えていま
す。
議員の皆さんの努力が、「町民とつながる議会」とし
て実を結ぶことをご祈念いたします。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

議会モニターを
振り返って

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏
　
篠
原
　
暁

上
野
敏
夫
　
畑
地
　
誉

伊
藤
　
淳

　

今
年
の
冬
は
過
去
最
高
を

記
録
す
る
ほ
ど
の
降
雪
が
あ

り
ま
し
た
が
、
３
月
以
降
は

陽
射
し
も
強
ま
り
、
一
気
に

雪
解
け
が
進
み
ま
し
た
。

　

春
の
到
来
と
共
に
農
作
業

も
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
数
年
は
水
稲
の
豊
作
続
き

で
、
今
年
も
期
待
が
高
ま
り

ま
す
が
、
昨
年
来
の
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
米
の
需
要
が

減
り
、
飼
料
米
に
転
換
さ
れ

る
こ
と
が
心
配
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
心
配
な
の
が

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
す
。

無
事
に
開
催
と
な
り
、
札
幌

の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
沼
田

町
の
雪
中
桜
が
華
を
添
え
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

議会モニター 佐
さ

藤
とう

 松
まつ

雄
お

また笑顔で集えるよう、元気を取り戻しましょうまた笑顔で集えるよう、元気を取り戻しましょう
（写真はコロナ禍以前に撮影したものです）（写真はコロナ禍以前に撮影したものです）

　

長
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

浅
野
信
行
事
務
局
長
が
、
こ
の

度
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

浅
野
局
長
は
議
会
事
務
局
員

時
代
を
含
め
て
議
会
事
務
局
経

験
が
長
く
、
議
員
か
ら
も
頼
り

に
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。

　

今
後
も
再
任
用
職
員
と
し
て

引
き
続
き
、
役
場
の
総
務
財
政

課
に
勤
務
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

代
わ
っ
て
黒
田
美
和
課
長
が

保
健
福
祉
課
よ
り
異
動
と
な
り
、

４
月
よ
り
着
任
し
て
い
ま
す
。

　

金
子
幸
保
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
中
村
保
夫
氏
が

代
表
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
村
氏
は
、
平
成
27
年
ま
で

町
議
会
議
員
を
３
期
12
年
間
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
、
今
後
４
年
間
月
例

出
納
検
査
や
定
期
監
査
の
業
務

に
当
た
ら
れ
ま
す
。

議
会
事
務
局
長
が
交
代
し
ま
し
た

中
村
保
夫
氏
を
代
表
監
査
委
員
に
選
任

よろしくお願いしますよろしくお願いします

委嘱状を受ける中村氏委嘱状を受ける中村氏


